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概要 
農林技術センターでは、2000 年当初からサクラソ
ウ園芸品種の収集と保存に力を入れてきた。現在、
その数は 320 品種を超え、国内有数のサクラソウ園
芸品種コレクションの保全機関となっている。しか
し、一箇所での保存は天災や病害虫などの影響によ
り収集した園芸品種が失われてしまう危険性を常に
はらんでいる。そこで、貴重なサクラソウコレクショ
ンの保存・維持の安全性確保のため市民の協力を基
盤とする里親制度を立ち上げ、市民と共に保存活動
を行っている。また、毎年、さくらそう展を国立科
学博物館筑波実験植物園と共催し、保有するサクラ
ソウ園芸品種を一般に公開して、その価値を伝えて
いる。 
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１．はじめに 
サクラソウの園芸品種の歴史は古く、江戸時代に
多くの品種が作り出された。享保年間に出版された
｢地錦抄附録｣には花弁表裏の色が異なる花や絞り咲
きの花など 8 種類の変わり花が掲載されている。さ
らに、天保年間に出版された｢櫻草作傳法｣では鑑賞
方法にも独自の作法が紹介され、日本の園芸文化を
考察する上でもサクラソウ園芸品種の存在は重要で
ある。しかし、このような古典園芸植物は、戦争な
ど時代の情勢による影響から大きな損失を受けたり、
栽培の難しい品種がいつの間にか消失するような
ケースが多く、歴史的資産の保全ということだけで
はなく将来的の遺伝資源として、可能な限り現存の
品種を安定的に保存することが望ましい。 
２．園芸品種の保存 
2.1  保存と収集 
サクラソウ園芸品種のコレクション数は、開学当
時の 1980 年代では 30 品種、その後 1990 年代に
は 93 品種に増加した。2004 年には埼玉県より 221 
品種を譲渡されたことで 314 品種となり、国内有数
となった。さらに、2006 年には国立民族博物館より 
81 品種導入した。その後、異名や記載されたラベル
の間違いなどを整理し、現有品種数は 320 品種と
なった。その後も静岡県の加茂花菖蒲園や埼玉県花
と緑の振興センターなどから導入しており、花の形
質を確認し品種の同定後に保存品種数に加える予定
である。 
現在、当センターでは 1 品種 4 鉢で栽培してお
り、1280 鉢を超えるサクラソウ園芸品種を管理して
いる。 
2.2  栽培 
当センターにおけるサクラソウの栽培暦を図 1 
に示した。1 月に用土(小粒の赤玉土：鹿沼土：腐葉
土＝ 3 ： 3 ： 4、中粒のマグァンプ K((株)ハイポ
ネクスジャパン) 1 g/L)やプラスチック鉢(4.5 号鉢)、
ラベルなどを準備し、2 月に芽分け・植付けを行う。
芽分けでは、一鉢に複数株が入った鉢土を崩して 1 
株ごとに分け、各株に形成された全ての芽を折り分
ける(図 2 上)。植付けは、その後の管理をしやすく
するために大小 2 種類の専用カップを使って用土
の量を揃えている。芽の向きは、植付ける 3 芽全て
の向きが合わないように一方方向に統一して芽の深
さ 3 cm 程度に覆土する。さらに、増し土をするた
めのウォータースペース(灌水の際に水が溜まる場
所)を多めに確保する(図 2 下)。開花が終わる 6 月
から地上部が枯死する 8 月までは、増し土や除草、
枯葉取りなどの作業を行う。なお、増し土はサクラ
ソウ特有の作業で地上へ飛び出した芽を覆土する作
業である。 
2.3  品種維持の問題点と対策 
サクラソウ品種には花色・花形・咲き方が極めて
類似した品種があり、同定が難しい。320 品種もの
サクラソウを一箇所で集中して栽培する際、ラベル
落ちと植付け時の混植、こぼれた種子の発芽や切れ
た根による繁殖に注意を払う必要がある。また、芽
分け・植付け作業は 2 月に集中するため人員とその
作業スペースの確保も難しい。 
これら問題の対策として、以下のことに注意をし
て作業を行っている。①導入した品種は、花を確認
してから当センターのコレクションに加えている。
②鉢ごとに通常の挿しラベルと鉢底ラベルの 2 つ
を付け、風や鉢の倒伏等で挿しラベルが無くなった
場合でも鉢底ラベルで品種の確認ができるようにし
ている。③芽分け・植付け時には作業者同士の間隔
をあけて作業し、複数の品種を扱う中で次の品種を
やる時は残った芽や根、古い土などが無い状態にし
てから次の作業を始めることで混植を防いでいる。
④花が終わったら結実しないよう直ちに摘花をして
いる。 
サクラソウの花は個体によって変異を起こすこと
がある。そのため、正確な品種保存をするためには、
花が咲き揃った 5 月に花の形質確認を行い、花の変
異が確認されたら、直ちに移植を行い廃棄している。 
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